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新
入
会
員
紹
介

・
名
古
屋
市

　
川
辺
　
滋
　
さ
ん

・
津
市

　
藤
井
　
雅
樹
さ
ん

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

会
員
訃
報

・
四
日
市
市

　
（

令
和
元
年
七
月
）

　
鷲
頭
　
忠
則
さ
ん
（

七
八
歳
）

　
（

令
和
元
年
八
月
）

　
服
部
　
道
和
さ
ん
（

八
三
歳
）

　
樋
口
　
幸
介
さ
ん
（

九
十
歳
）

　
千
葉
　
康
平
さ
ん
（

七
九
歳
）

　
（

令
和
元
年
十
一
月
）

　
宇
佐
美
昌
平
さ
ん
（

九
五
歳
）

　
佐
藤
　
英
治
さ
ん
（

九
一
歳
）

　
国
保
　
和
好
さ
ん
（

八
五
歳
）

・
松
阪
市

　
（

令
和
元
年
十
月
）

　
西
川
　
重
夫
さ
ん
（

七
八
歳
）

　
　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　　友の会お見舞い制度

 ■病気見舞い制度
 　入院２０日以上の場合
                 （原則年間１回）

 ■会員が死亡された場合の弔慰制度
 　氏名，逝去日，通夜と告別式の
   日時と場所などをご連絡ください。

 ◇連絡先は次のいずれか
 　・組合　電話　059-330-1504
 　・友の会事務局長（黒川）
 　　　　　電話　090-9177-0575

趣
味
は
元
気
の
源

　
　
　
　
　
岡
本
　
一
見
さ
ん

　
　
　
　
　
（

四
日
市
市
桜
台
）

　
三
重
工
場
に
入
社
し
、

扇
風
機

及
び
回
転
機
分
野
の
機
械
加
工
に

従
事
。

当
時
の
先
輩
・
同
僚
の
方

々
に
は
お
世
話
に
な
り
、

感
謝
し

て
い
ま
す
。

五
十
七
歳
で
早
期
退

職
。

職
安
で
常
駐
警
備
員
を
紹
介

さ
れ
、

今
は
化
学
薬
品
会
社
で
週

三
日
程
度
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、

先
輩
に
誘
わ
れ
て
趣

味
の
会
の
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ

て
み

る
と
、

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
の
人
達

で
和
や
か
な
雰
囲
気
。

照
明
・
音

響
も
良
く
、

入
部
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
に
。

歌
っ

た
り
、

聴
い
て
い

る
と
、

画
面
に
各
地
の
名
所
風
景

が
映
り
、

こ
れ
を
見
る
の
も
楽
し

み
の
一
つ
。

カ
ラ
オ
ケ
は
、

筋
力

や
脳
の
機
能
の
活
性
化
に
繋
が
り

ス
ト
レ
ス
発
散
・
認
知
症
予
防
等

多
く
の
効
能
が
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
以
外
の
趣

味
の
会
に
も
幾
つ
か
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ

て
お
り
、

有
意
義
な
生
活

を
送
ら
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

今
後

共
、

仲
間
の
皆
さ
ん
と
長
く
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

行
動
派
の
私
。

充
実
の
日
々

　
　
　
　
　
中
島
　
静
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（

四
日
市
市
山
之
一
色
）

　
「

行
動
派
」

と
友
人
か
ら
言
わ

れ
ま
す
。

若
い
頃
か
ら
車
で

の
旅
が
大
好
き
。

こ
の
歳
に

な
っ

て
も
四
国
周
遊
延
べ
千

二
百
キ
ロ
を
昨
年
愛
車
で
走

破
。

十
年
程
前
か
ら
始
め
た
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
も
北
海
道
の
大
会
に
四

年
連
続
で
友
人
達
と
参
加
。

三
日

間
道
内
を
車
で
試
合
会
場
を
転
々

と
‥

等
。

二
年
程
前
に
友
の
会
に

入
会
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
加
え

健
康
維
持
に
努
め
つ
つ
、

よ
り
一

層
活
発
に
行
動
。

運
よ
く
昨
年
は

藤
原
町
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
で

も
優
勝
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、

花

の
写
真
を
撮
っ

た
り
、

山
歩
き

も
大
好
き
で
、

昨
年
、

念
願
の

中
国
「

武
陵
源

と
鳳
凰
古
城
」

六
日
間
の
旅
に

参
加
。

ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
に

感
動
し
、

絶
景

を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

私
の
楽
し
み

　
　
　
　
　
上
園
健
市
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（

四
日
市
市
垂
坂
）

　
工
場
を
退
職
し
十
二
年
。

私
の

楽
し
み
と
言
え
ば
「

チ
ヌ
釣
り
」
。

既
に
二
五
年
の
キ
ャ

リ
ア
。

昔
は

大
物
狙
い
。

こ
の
頃
は
、

寧
ろ
、

釣
り
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
年

に
五
～

六
回
、

釣
り
好
き
の
友
人

と
夏
の
季
節
に
鳥
羽
ま
で
出
掛
け

て
い
ま
す
。
（

右
下
写
真
）

　
ま
た
、

今
年
八
年
目
に
な
り
ま

す
が
「

た
こ
や
き
屋
」

を
営
ん
で

い
ま
す
。

妻
の
商
売

の
関
係
か
ら
自
力
で

店
を
構
え
た
の
が
き

っ

か
け
。

今
で
は
多

く
の
顔
馴
染
み
の
方

々
と
の
「

ふ
れ
あ
い
」

を
楽
し
み
に
道
楽
で

続
け
て
い
ま
す
。

　
在
職
中
、

フ
レ
ー

ム
加
工
、

工
具
設
計
、

自
販
機
設

計
、

デ
コ
ン
等
、

多
く
の
職
場
を

経
験
さ
せ
て
頂
き
、

多
く
の
仲
間

に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

人

と
の
「

ふ
れ
あ
い
」

を
大
切
に
し

な
が
ら
、

日
々
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

米
寿
　
八
八
歳

　
　
　
（

昭
和
六
年
生
ま
れ
）

四
日
市
市
　
　
森
　
　
又
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
片
山
　
華
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
阪
島
　
一
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
川
島
　
重
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
島
村
　
達
二
さ
ん

　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
清
延
さ
ん

　
　
　
　
　
　
内
田
隆
比
古
さ
ん

　
　
　
　
　
　
酒
井
　
剛
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
中
村
　
覓
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
吉
川
　
富
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
井
上
　
保
三
さ
ん

鈴
鹿
市
　
　
　
匹
田
　
近
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
英
邦
さ
ん

桑
名
市
　
　
　
鈴
木
　
重
義
さ
ん

　
　
　
　
　
　
大
山
　
寿
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
水
谷
　
忠
太
さ
ん

津
　
市
　
　
　
白
井
　
正
男
さ
ん

　
以
上
の
方
々
に
対
し
、

友
の
会

　
よ
り
、

米
寿
の
お
祝
い
の
品
を

　
後
日
お
贈
り
致
し
ま
す
。

喜
寿
　
七
七
歳

　
　
　
（

昭
和
十
七
年
生
ま
れ
）

四
日
市
市
　
　
坂
井
　
邦
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
健
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
辻
　
彦
次
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
植
田
　
逸
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
西
口
由
利
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
和
義
さ
ん

　
　
　
　
　
　
玉
置
　
孝
盛
さ
ん

ご
長
寿
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、

令
和
元
年
十
二
月
三
一
日
現
在
に
お
け
る
満
年
齢
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

喜
寿
　
七
七
歳
の
つ
づ
き

四
日
市
市
　
足
道
　
文
美
さ
ん

　
　
　
　
　
一
海
　
利
孝
さ
ん

　
　
　
　
　
沢
田
　
壬
午
さ
ん

　
　
　
　
　
嶋
崎
　
修
　
さ
ん

　
　
　
　
　
高
倉
　
孝
憲
さ
ん

　
　
　
　
　
河
田
　
詔
二
さ
ん

　
　
　
　
　
溝
口
　
和
男
さ
ん

　
　
　
　
　
中
嶌
　
一
泰
さ
ん

　
　
　
　
　
森
　
　
敏
行
さ
ん

　
　
　
　
　
佐
藤
　
貞
尚
さ
ん

　
　
　
　
　
若
林
　
清
一
さ
ん

　
　
　
　
　
足
立
　
収
　
さ
ん

　
　
　
　
　
山
本
　
勝
巳
さ
ん

　
　
　
　
　
中
村
　
親
行
さ
ん

鈴
鹿
市
　
　
渡
辺
　
正
則
さ
ん

　
　
　
　
　
森
田
　
学
　
さ
ん

　
　
　
　
　
加
藤
　
文
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
中
村
　
二
生
さ
ん

桑
名
市
　
　
大
島
　
昇
　
さ
ん

　
　
　
　
　
神
田
　
照
年
さ
ん

　
　
　
　
　
宮
田
　
章
　
さ
ん

　
　
　
　
　
加
藤
　
英
樹
さ
ん

津
市
　
　
　
野
田
　
忠
昭
さ
ん

　
　
　
　
　
田
中
　
寿
弥
さ
ん

　
　
　
　
　
二
葉
　
茂
　
さ
ん

　
　
　
　
　
落
合
　
亨
　
さ
ん

い
な
べ
市
　
小
川
　
洋
子
さ
ん

　
　
　
　
　
市
川
　
謙
三
さ
ん

菰
野
町
　
　
秦
　
　
康
記
さ
ん

　
　
　
　
　
石
塚
　
憲
二
さ
ん

　
　
　
　
　
上
森
　
三
郎
さ
ん

明
和
町
　
　
石
上
　
明
　
さ
ん

◆：Ｑ　会員家庭訪問「人生は『教養と教育（？）』 」
●：Ａ　　伊藤　英彦さん　８１歳（四日市市北町在住）

　今回は80歳を超えても元気に活躍されている伊藤英彦さん
　宅を訪問。いろいろとお話を伺ってきました。
◆早速ですが、現在どのような活動をされていますか？
●現在、主活動は２つ。四日市国際交流センタ－での日本語講師ともう
　１つは外国人技能実習生を海外から受入れ国内の大小様々な企業等へ
  派遣することを業としている会社（以下、派遣会社）の仕事です。
　　　　　　　　　◆まず日本語講師から苦労話を交えてお話頂けますか。
　　　　　　　　　●始めてもう１３年になりますかね。交流センタ－は週１回１
　　　　　　　　　　時間半、個人レッスンが基本。現在、毎週土曜日にベトナム
　　　　　　　　　　人の女性２人を教えています。これ迄、タイ，フィリピン，
　　　　　　　　　　ベトナム等数多く教えてきましたが、珍しいところではコン
　ゴ共和国、イギリス人も。日本語検定合格を目指し皆真剣。苦労という程ではあ
　りませんが、レッスンの際会話は日本語のみ。相手の会話能力レベルに合わせて
　教えなくてはならないことでしょうか。レッスン以外のことでも、私を頼って自
　宅まで相談に来たりします。自ら勉強しながら出来る限りの助言をしています。
　外国人が出入りするので、ご近所には異様に映っているかもしれませんね（笑）
◆ありがとうございました。ではもう１つの方をお願いします。
●日本語講師を始めて２年程後。検定合格通知を届けに教え子が働くスナックを訪
　ねた折、居合わせたのがその派遣会社の社長。会社が受入れた外国人への日本語
　教育を依頼されたのがきっかけ。実習生に纏わる法違反が後を絶たず、今から２
　年程前に法改正。監査人設置が義務付け。以降その会社の監査人をしています。
　監査人は実習生が勤める全国の派遣先を定期的に訪問。仕事内容・職場環境・住
　環境等、法に抵触していないかをチェック。零細な個人経営も多く、重労働で劣
　悪な仕事も。実習生本人側に問題があったりと、事件・トラブルが絶えません。
　一方で、時折、実習生の家族のもとを各国表敬訪問。家族との
　交流を図り、安心感・信頼構築に努めています。右はフィリピ
　ンを訪問した時、日本から持参した切り餅を焼いて振舞った時
　の写真。口に合うかと心配しましたが、喜んでましたよ（笑）
◆ところで、日本語講師を始められる前は何をされてましたか。
●５０歳の頃、酒の飲み過ぎで身体を壊し入院。医者から「寿命は７０歳まで保証
  する」と言われ「定年後６０代は悔い無きよう目一杯楽しもう」と決心。夫婦で
　　　　　　　の海外旅行も数多いが、思い出深いのは、知人てあるウクライナ人
　　　　　　　の女性を頼って単独でウクライナへ行ったこと。アパ－トを借りて
　　　　　　　２０日程度滞在。現地の人達と親交を深め、
　　　　　　　その後結局数回渡航。また、古希７０歳の記
　念に２度目のネパ－ルへ。初渡航の時のガイトとその後も
　親交があり、この時もそのガイドを頼ってシェルパ－含め
　計４人でエベレスト４，０００ｍのところまで登ったこと
　も。名所を訪ね歩く旅よりは、寧ろ、知人を頼って現地に
　赴き、その土地の生活に馴染み、人と出会い、うちとけ合い、そこから生まれる
　縁を大切に。その方が思い出として強烈にいつ迄も心に残ると思っています。
◆真似のできない充実した人生を送られてますね。
●ある方から「歳をとったら『教養と教育（？）』が大事。『「今日、用」がある
　「今日、行く」ところがある』この２つが長生きの秘訣」と。外に出て人とふれ
　あい、交際範囲を広げることに。会社勤めの頃には想像もつかない体験を数多く
　させてもらってます。振り返れば、７０歳手前で始めた日本語講師と派遣会社社
　長との出会いが定年後の人生の大きな転換点となったと言えますかね。
◆本日は誠にありがとうございました。大変貴重なお話を伺うことができました。

『祝』 ご 長 寿 ‼

会
員
だ
よ
り


